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ご質問はチャットからお気軽にどうぞ



アンケートへのご協力をお願いいたします。
Zoomから退出すると、アンケートフォームのURLが表示されます。「続行」をクリックし
て簡単なアンケートにご協力をいただければ幸いです。

「続行」をクリック



はじめに

• デモの内容

RapidMinerGOで定期預金申し込み顧客を分類するデモ手順

•分析要求

定期預金申し込み確度の高い顧客を分類すること

•必要なデータセット ( 事前にインストールをして、デスクトップ上に保存 ）
•学習データ ： 01_bank_training.xlsx
• テストデータ： 02_bank_test.xlsx



BANK データのフォーマット

No 項目名 意味

① 年齢 年齢

② 職種 職種

③ 結婚歴 結婚歴

④ 学歴 学歴

⑤ 債務不履行 債務不履行の有無

⑥ 平均残高 年間平均残高

⑦ 住宅ローン 住宅ローンの有無

⑧ 個人ローン 個人ローンの有無

⑨ 連絡手段 連絡手段

⑩ 最終接触日 最後に接触した日付（日）

⑪ 最終接触月 最後に接触した日付（月）

⑫ 最終接触j時間 接触した時間（秒）

⑬ 今回接触回数 今回のキャンペーンでの接触回数

⑭ 前回経過日数 前回のキャンペーンでの接触後の経過日数

⑮ 前回接触回数 今回のキャンペーン以前の接触回数

⑯ 前回預金申込 前回のキャンペーンの成功有無

⑰ 預金申込 預金申し込みの有無

顧客情報

目的変数

キャンペーン情報

エクセルデータをあらかじめデスクトップ上にダウンロードを
お願いいたします。詳細はこちらのページから
https://digital-labor.nissho-ele.co.jp/course-rapidminer/rapidminer-ai-begginer



GOデモの流れ

①データの理解・準備

・データの取り込み
・データの可視化

②モデルの作成

・特徴量の選択
・アルゴリズムの選択
一般化線形回帰
Deeplearning
GradientBoosted
Trees(XGBoost)

③モデルの評価

・評価の指標
適合率
・weights
・Simulator

④モデル評価

・未知のデータに
対する予測結果確認

学習フェーズ 予測・分類フェーズ

RapidminerGoにデータ
を取り込み、可視化し
ます

分析に使用する項目の
選択とアルゴリズムの
選択し、モデル作成を
行います。

作成したモデルの訓練
性能を確認します。

未知のデータを使用し、
予測結果を確認。本番
運用にて活用できそう
な精度が出るか確認し
ます。



RapidMinerGOへログイン
URL https://ai-rapid.bdspaas.nadp-nelco.net/am/

ログインIDとパスワードは
事前にメールにてお知らせ
したものをお使いください。

RapidMinerGOはセミナー
受講日から2週間、ご自由に
お使いいただけます。



★初回ログイン時にID・パスワードを入れると、下記の承認画面がでますので
「I ACCEPT」ボタンを押してお進みください。



こちらの画面に切り替わります。では、始めて行きましょう！



Add Data をクリック



01_bank_training.xlsxをドラッグ&ドロップ



データのプレビュー ＆ Build a new predict modelをクリック



上部プルダウン：予測目的とする項目「預金申込」を設定
下部プルダウン：預金申込者をターゲットとするため、「あり(申し込みする)」を

設定し、 次へ
ポイント
・「あり」を設定
する目的は何か、
一緒に考えてみて
ください



分析に使用する項目を取捨選択する。
問題のある項目は自動的に非選択状態となっているので、
初期値のまま次へ。

■Quality
・poor quality ⇒警告。分析に適さない
債務不履行：ほぼ「なし」
連絡手段：ほぼ「携帯電話」
前回申し込み：ほぼ入力がない(欠損値)

・questionable quality ⇒注意。ビジネスド
メインに照らし合わせて、取捨選択する

年齢：「預金申し込み」との相関関係
(correlation)が低いため、注意喚起されてい
る。ビジネスドメイン、ビジネスの状況に照らして
合わせて取捨選択する。今回は選択状態で
分析実施。

・Correlation、ID-ness、Missing
とは？

・それが品質にどう影響するか？

一緒に考えてみてください



Show advanced settings をクリック
ポイント
・ Easily、Quick、Higher

とは？



「Generalized Linear Model」、「Deep Learning」、「Gradient Boosted Trees」を選択し、
Run Analysisをクリック

データセットの内容に応じて、推奨されるアルゴリズムが表示される。
その中から代表的な3つのアルゴリズムを選択した。

ポイント
・ ３つのアルゴリズム
を選択した理由は？
一緒に考えてみてくだ
さい

上から

2番目 「Generalized Linear Model」

5番目「Deep Learning」

8番目「Gradient Boosted Trees」

を選択



選択したアルゴリズムの予測精度を比較できる
右矢印ボタンをクリックし、「Precision = 適合率」の画面を表示
預金申込者が正しく分類できている確率(=適合率)の最も良いモデルは「Deep Learning」

各アルゴリズムの評価指標を
比較できる



「Deep Learning」のボタンをクリック

ポイント
・Precision、Recallとは？
・Accuracyでは、

何故ダメなのか？
一緒に考えてみてください



「Deep Learning 」の各評価指標を確認
Model Evaluationをクリック

各評価指標を参照することで
良いモデルかどうか定量的に評価できる

ポイント
・これは良いモデル

ですか？
一緒に考えてみてください



「Confusion Matrix」で「Precision = 適合率」の内訳を確認
預金申込者と予想した51人中43人が正しく分類できており、適合率84%であることを確認

ポイント
・ROC、AUCで何を見るの？
一緒に考えてみてください



「Column Weights」重要度が高い項目がランキング形式で確認できる
預金申込者の分類に重要度が一番高いのは「住宅ローン、最終接触時間」
納得感があるモデルかどうかビジネスの現場で確認する

ポイント
・Weightsで何をするの？
一緒に考えてみてください



「Model Simulator」のボタンをクリック
「Choose a model」は「Deep Learning」を選択



先ほど作成した「Deep Learning」のモデルを用いて、仮にこういう顧客属性の人であれば、
どのくらいの確率で預金申込するかシミュレーションすることができます。(=what–if分析)

初期値は学習データの平均値がセットさ
れている、1レコードがセットされた状態

左側の画面で設定した値に応じて、
予測結果をリアルタイム表示
例だと69%の確率で預金申込する
と予測されている

予測に作用した項目が影響度が大きい順に表示

緑：予測結果(あり)に対してプラスに作用し
た項目
赤：予測結果(あり)に対してマイナスに作用
した項目

ポイント
・ Model Simulatorの

URLが共有できます。
・その目的は？
一緒に考えてみてくだ
さい



「 Deep Learning 」をクリック
「Apply Model」>「Apply on new dataset」をクリック

ポイント
ApplyとDeploy Model
の違いは？
一緒に考えてみてくだ
さい



「 02_bank_test.xlsx 」をドラッグ&ドロップ



「Calculate Predictions」をクリック

ポイント
・未知のデータなのに
正解ラベル付きなのは
何故でしょう？

一緒に考えてみてくだ
さい



未知のデータに対する予測結果を確認

予測確率
予測
結果 緑の棒グラフ表示項目：予測結果に対してプラスに作用した項目

赤の棒グラフ表示項目：予測結果に対してマイナスに作用した項目



Predictionの上矢印ボタンをクリック
預金申込者と予想した10人中6人が正しく分類できており、適合率60%であることを確認

ポイント
・TPが60%ってどう？
・FPが40%ってどう？

などなど、結果につい
て一緒に考えてみてく
ださい



ご質問・お問合せはお気軽に
下記までお願い申し上げます。

ap-promo@nissho-ele.co.jp

日商エレクトロニクス株式会社

アプリケーション事業本部



RapidMinerトレーニング情報

1時間

https://digital-labor.nissho-ele.co.jp/course-rapidminer/


